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感染症発生動向調査委員会報告 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【患者定点からの情報】 

市内の患者定点は、小児科定点：88か所、内科定点：57か所、眼

科定点：18か所、性感染症定点：26か所、基幹（病院）定点：3か所

の計192か所です。なお、小児科定点は、インフルエンザと小児の

13感染症を報告します。内科定点はインフルエンザのみを報告しま

す。従ってインフルエンザは、小児科と内科で、計145定点から報告

されます。 

 

平成 2１年 9月 2１日から平成 2１年 10月 25日まで（平成 21年第 39週から第 43週まで。ただし、性感染症につい

ては平成 21 年 9 月分）の横浜市感染症発生動向評価を、標記委員会において行いましたのでお知らせします。 

 

全数把握の対象 

＜細菌性赤痢＞ 

チュニジアからの帰国者に見られました。旅行地における感染予防の知識の普及が必要です。 

海外旅行者のための感染症情報をご活用下さい。 

http://www.forth.go.jp/tourist/worldinfo/04_africa/h09_tuni.html 
 

＜腸管出血性大腸菌感染症＞ 

10月の報告数は、28日現在では4例ですが、9月の委員会後の報告と併せると8例です。9月報告の2歳の女児

にHUSが見られました。近隣の複数自治体では、同一の内臓肉チェーン店からの発生もあり、通常ならば報告数

の減っていく時期ですが、今後の発生に注意が必要です。飲食店における腸管出血性大腸菌O157の食中毒対

策について 

http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/kanren/kanshi/dl/090915-1.pdf をご参考下さい。 
 

＜レジオネラ症＞ 

10月の報告数は、28日現在で2例です。レジオネラ症についてはこちらをご参考下さい。 

http://www.city.yokohama.jp/me/kenkou/eiken/idsc/disease/legionellosis1.html 
 

＜急性肝炎（Ｃ型）＞ 

1例みられました。輸血後の発病であり、現在輸血によるものか調査中です。急性ウイルス性肝炎につきまして

は、感染症法に基づき全数保健所への届出が必要です。また、血液由来製剤投与後に急性ウイルス性肝炎を

認めた場合は、薬事法に基づき製造販売業者等への情報提供が必要になります。 

詳しくは 

厚生労働省輸血療法の実施に関する指針 

http://wwwhourei.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/2004I2102200021.pdf 

血液製剤等に係る遡及調査ガイドライン 

http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/iyaku/kenketsugo/dl/5anzen4a.pdf をご参考下さい。 
 

 

 

≪今月のトピックス≫ 

● 市内のインフルエンザの流行が第 43 週に警報レベルとなりました。 

● 新型インフルエンザで市内初めてオセルタミビル耐性が確認されました。 

● 急性 C型肝炎の報告がありました。現在感染源について調査中です。 

平成 2１年 週－月日対照表 

第 39 週 9 月 2１～27 日 

第 40 週 9 月 28～10 月 4 日 

第 41 週 10 月 5～11 日 

第 42 週 10 月 12～18 日 

第 43 週 10 月 19～25 日 
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＜感染性胃腸炎＞ 

定点あたりの報告は1.56と低値の状態ですが、すでに、市内の学校でノロウイルスによる集団感染が確認され

ており、今後の流行に注意が必要です。全国では2.37、神奈川県県域では2.39、川崎市では2.55、東京都では

2.19と何れも横浜より高い数値です。 

 

＜性感染症＞ 

性感染症は、診療科でみると産婦人科系の11定点、および泌尿器科・皮膚科系の15定点からの報告に基づき、

1か月単位で集計されています。 

9月は、性器クラミジア感染症は男性11例、女性16例、性器ヘルペスウイルス感染症は男性3例、女性７例。尖

圭コンジローマは男性6例、女性3例、淋菌感染症は男性11例、女性１例が報告されています。 

 

 

 

【病原体定点からの情報】 

市内の病原体定点は、小児科定点：8か所、インフルエンザ（内科）定点：5か所、眼科定点：1か所、基幹（病

院）定点：3か所の計17か所を設定しています。 

検体採取は、小児科定点8か所を2グループに分け、4か所ごと毎週実施し、インフルエンザ定点は特に冬季の

インフルエンザ流行時に実施しています。眼科と基幹定点は、対象疾患の患者から検体採取ができた時に随時

実施しています。 

 

衛生研究所から 

＜ウイルス検査＞ 

2009年10月に病原体定点から搬入された検体は、小児科定点38件（鼻咽頭ぬぐい液）、内科定点13件（鼻咽

頭ぬぐい液）でした。患者の臨床症状別内訳は、小児科定点はインフルエンザ（疑いを含む）28人、咽頭炎・気道

炎7人、RSV感染症、耳下腺炎、発疹症各1人、内科定点はインフルエンザ12人、気道炎1人でした。 

11月10日現在、インフルエンザ患者（小児科定点26人、内科定点12人）と気道炎患者（小児科定点2人、内科

定点1人）合わせて41人から、新型インフルエンザウイルス（AH1pdm）が分離されています。これ以外にPCR検査

では、小児科定点のRSV感染症患者1人からRSウイルス、気道炎患者1人からコクサーキーウイルスA6型ウイルス

の遺伝子が検出されています。また、小児科定点のAH1pdmが分離されたインフルエンザ患者1人からはヒトメタ

ニューモウイルスの遺伝子も検出されています。 

その他の検体は引き続き検査中です。 

 

＜細菌検査＞ 

10月の感染性胃腸炎関係の大腸菌株の受付は11株で毒素原性大腸菌が1件検出されました。 

溶血性レンサ球菌咽頭炎の検体受付は4件でA群溶血性レンサ球菌が2件から検出されました。 

 

【 感染症・疫学情報課  検査研究課 ウイルス担当 】 
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